
傳
ク
セ
ノ
ボ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
（
下
）
（
村
田
）

傳
ク
セ
ノ
ポ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家

第
　
二
　
章

餓
至
丁
六
巻
　
　
餓
〃
四
門
馬
　
　
　
山
三
五
ご

（
下
）

（
℃
撃
島
？
匿
Φ
き
覚
δ
p
”
》
δ
冨
舜
δ
⇒
矧
。
洋
。
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
第
一
笛
；
；
ア
テ
ナ
イ
の
陸
軍
。

　
第
二
節
…
一
八
箇
、
海
上
支
配
よ
り
急
く
る
三
盆
。

第
九
、
十
節
、
國
家
に
よ
る
民
衆
の
享
樂
。

第
十
一
一
・
…
f
i
十
点
ハ
儲
Ψ
　
再
び
海
上
支
醗
よ
り
受
く
る
利
盆
O

　
第
十
七
箇
，
　
民
主
政
治
治
下
に
お
け
る
條
約
の
侵
害
破
棄
）

第
十
準
一
上
…
十
餓
調
刺
に
忙
し
て
。

　
（
第
一
節
）
一
艦
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
最
も
芳
し
か
ら
ざ
る
が

ご
と
く
思
は
れ
る
重
歩
兵
缶
。
忌
鼻
9
μ
は
、
正
に
其
通
り
の
歌

態
に
し
て
．
彼
等
自
身
も
亦
．
敵
よ
り
弱
勢
に
し
て
、
少
撒
な
る

こ
と
を
認
め
て
み
る
。
し
か
し
獣
金
製
。
δ
ψ
を
納
め
る
同
盟
國

よ
り
は
陸
上
に
お
い
て
も
管
絃
も
強
勢
で
あ
っ
て
、
重
歩
兵
は
飼

罷
國
よ
め
強
勢
な
れ
ば
以
て
足
る
乏
、
彼
等
は
信
じ
て
み
る
。

　
ハ
第
二
部
）
加
之
ま
喰
、
天
恵
弔
よ
つ
て
も
亦
彼
等
億
次
の
こ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
撒
　
之
　
亮

さ
献
態
に
あ
る
、
｝
鵬
陸
に
よ
る
（
陸
軍
國
の
）
從
属
諸
國
、
≧
l

o
プ
9
冨
Φ
串
。
凶
は
小
國
家
が
聯
盟
し
、
以
て
共
同
に
戦
ふ
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
海
に
よ
る
（
海
軍
國
の
）
從
局
諸
國
に
あ
っ
て
は
、

彼
等
が
嶋
國
民
心
鐘
α
段
で
あ
る
限
り
は
、
諸
噺
家
と
同
一
地
鮎

に
結
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
海
が
彼
等
の
間

に
介
在
し
、
征
服
者
囚
雲
O
毒
ε
ω
は
海
の
征
服
者
日
プ
巴
。
・
器
呉
7

舞
。
話
ぴ
で
あ
る
か
ら
。
故
に
も
し
秘
か
に
同
一
地
黙
に
一
嶋
國

民
に
あ
っ
て
は
一
つ
の
鳴
に
－
集
合
し
得
て
も
、
彼
等
は
磯
回

着
き
霧
の
た
め
に
死
減
す
る
で
あ
ら
う
◎
（
第
三
箭
）
ま
た
ア
テ
ナ

イ
人
に
支
配
さ
る
瓦
大
陸
轡
。
ぎ
。
。
の
凡
て
の
書
家
は
何
れ
も
、

大
な
る
も
の
は
恐
怖
U
8
。
。
よ
り
、
小
な
る
も
の
は
全
く
必
要

O
ζ
O
汐
よ
り
從
隠
す
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
輪
入
或
は
輪
嵐
さ
れ
る

要
な
き
國
家
は
一
つ
と
し
て
な
い
か
ら
。
從
っ
て
、
も
し
彼
が
海

の
支
配
者
≧
o
｝
μ
α
昌
骨
千
日
冨
貯
け
件
6
1
ψ
に
撮
製
し
な
か
な
も
戯
、
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参
し
は
こ
れ
（
輸
出
入
）
が
な
く
な
る
か
ら
。
（
第
四
節
）
加
之
レ
海

の
支
配
者
は
陸
の
そ
れ
（
支
配
者
）
が
時
々
（
し
か
爲
し
得
な
い
こ

と
）
、
（
邸
ち
）
己
よ
の
強
國
屠
邑
け
8
郎
9
の
土
地
○
α
を
荒
掠
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
彼
は
桑
弓
。
δ
豆
○
ψ
の
絶
無

の
地
鮎
、
或
は
僅
少
の
地
鮎
に
渡
航
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
し
彼

等
（
敵
）
が
近
づ
け
ば
、
般
に
乗
込
み
て
出
帆
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
。
し
か
も
彼
は
、
歩
兵
男
①
N
α
に
て
同
襟
に
七
つ
る
者
よ
り

僅
か
な
る
困
難
を
以
て
成
就
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
（
第
五
節
）
加
之
，
ま
た
海
上
を
支
配
す
る
者
は
彼
の
本
國
よ
り

欲
す
る
だ
け
遠
く
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
し
陸
上
の
者

（
陸
上
を
支
配
す
る
者
）
は
彼
の
本
國
よ
り
多
数
日
の
行
程
に
去
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
行
軍
℃
o
「
o
貯
は
（
速
力
）
逞
く

爾
ほ
歩
行
す
る
学
外
o
N
¢
H
o
馨
。
β
に
と
っ
て
は
長
期
間
の
食
糧

の
禅
。
霊
を
携
…
行
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
而
か
も
歩
行

す
る
者
は
親
善
な
る
廃
家
を
通
過
す
る
か
、
或
は
勝
利
を
戦
ひ
取

ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
航
海
す
る
豊
国
Φ
9
欝
は
彼
が
（
敵
よ
り
）

優
勢
な
る
完
黙
に
（
の
み
）
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
ら
ざ
る

揚
合
に
は
、
こ
の
地
に
土
塀
せ
す
し
て
親
善
な
る
地
方
、
或
は
彼

　
　
　
　
　
傳
ク
セ
ノ
ボ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
（
下
）
（
村
田
）

よ
の
賜
少
な
る
地
方
に
毒
す
る
迄
航
海
す
み
こ
と
が
で
き
み
α

（
第
六
節
）
更
に
、
．
瀞
か
ら
の
物
で
あ
る
作
物
の
病
氣
乞
。
ω
o
ω
を

陸
上
の
最
張
者
に
は
堪
へ
忽
ぶ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
海
上
の

そ
れ
に
は
容
易
で
あ
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
そ
の
國
土
の
全
部
が
同

時
に
病
毒
に
罹
る
こ
と
は
な
く
、
病
氣
に
襲
は
れ
た
も
の
が
必
要

と
す
る
も
の
ば
、
豊
作
な
る
も
の
よ
り
海
の
支
配
者
に
は
到
若
す

る
か
ら
Q

　
（
第
七
笛
）
ま
た
、
…
暦
些
少
な
る
も
の
（
利
釜
）
を
も
亦
一
考
す

べ
き
な
ら
ば
、
海
上
支
配
の
結
果
と
し
て
相
互
に
交
通
し
て
，
先

づ
第
一
に
諸
種
の
美
味
佳
食
国
昌
α
〇
三
帰
を
露
見
し
た
。
師
ち
シ

ケ
リ
ア
ω
涛
ω
蕾
に
お
け
る
珍
晶
国
α
畠
β
の
或
は
イ
タ
リ
ア
H
琶
す

或
は
キ
ユ
プ
ロ
ス
昏
響
8
、
或
は
ア
イ
ギ
ユ
プ
ト
ス
ま
σ
・
唇
8
伍

或
は
リ
ユ
デ
イ
ア
ぴ
q
盛
轡
、
或
は
ポ
ン
ト
ス
層
。
昌
8
ω
。
或
は
ペ

ロ
ポ
ン
ネ
ー
ソ
ス
頴
喜
。
言
α
。
・
o
。
。
に
お
け
る
（
珍
品
）
或
は
そ
の

他
の
如
何
な
る
慮
か
ら
で
も
、
こ
れ
等
凡
で
は
海
の
支
配
に
よ
？

て
一
ヶ
所
に
集
中
せ
ら
れ
る
。
（
第
八
節
）
更
に
、
彼
等
（
ア
テ
ナ

イ
人
）
は
あ
ら
ゆ
る
言
語
国
ふ
P
Φ
を
聞
き
て
、
此
よ
り
彼
、
彼

よ
り
此
を
判
別
し
た
。
而
し
て
ギ
リ
シ
，
ア
入
出
亀
。
器
。
。
は
殆
ん

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
｝
四
二
　
　
　
轟
ハ
｝
工
一
二
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傳
〃
セ
ノ
ボ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
（
下
）
（
村
田
）

ど
各
自
猫
特
に
言
語
、
童
活
様
式
U
竃
け
α
級
装
m
O
プ
α
厳
僧
を
持

つ
が
、
ア
テ
ナ
イ
人
は
あ
ら
ゆ
る
ギ
リ
シ
ャ
人
と
葬
ギ
リ
シ
ア
人

切
鷺
げ
窺
。
ω
と
よ
り
混
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

．
（
第
九
節
）
し
か
し
供
犠
目
語
。
・
冨
、
騨
殿
霞
Φ
δ
⇒
、
祭
典
鎖
8
畿

上
領
8
の
ヨ
窪
9
に
遅
し
て
、
民
衆
は
，
貧
民
の
凡
て
が
犠
牲
を

捧
げ
，
饗
宴
に
列
し
、
紳
殿
を
建
て
、
ま
た
肚
大
な
る
都
市
に
居

住
し
得
な
い
こ
と
を
認
め
て
，
こ
れ
等
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ

て
か
く
あ
る
か
を
見
幽
し
た
。
邸
ち
彼
等
は
國
幣
に
よ
っ
て
、
漁

家
が
多
く
の
犠
牲
獣
国
凶
2
Φ
貯
を
犠
牲
に
す
る
が
、
し
か
し
民
衆

が
饗
宴
に
列
し
、
犠
牲
獣
を
分
配
す
る
。

　
（
第
十
笛
）
さ
て
富
者
に
は
各
自
特
鋼
の
国
育
場
○
餌
ヨ
言
。
。
貯
，

浴
室
ピ
O
づ
9
、
夏
衣
室
》
℃
◎
曾
8
旨
が
あ
る
Q
し
か
し
民
衆
自

身
は
彼
等
に
特
別
に
、
多
く
の
相
撲
練
習
揚
ぽ
或
。
。
欝
、
更
衣
室
、
・

浴
場
H
9
旨
α
昌
を
建
築
す
る
。
そ
し
て
大
衆
》
∩
巨
。
脇
は
こ
れ

等
よ
の
富
聖
な
る
少
撒
者
に
ま
さ
り
て
多
く
の
享
樂
を
持
つ
。

　
（
第
十
旧
事
）
し
か
し
ギ
リ
シ
ャ
人
及
び
罪
ギ
リ
シ
ア
入
の
内
、

た
だ
彼
等
（
ア
テ
ナ
イ
入
）
の
み
が
豊
産
漣
。
暮
9
を
持
つ
こ
と

ガ
で
歯
ゐ
。
な
ぜ
な
れ
拭
、
も
し
あ
る
國
費
し
て
造
船
用
木
紡

　
　
　
　
　
　
第
十
⊥
ハ
巷
　
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
五
四

×
島
9
客
餌
ξ
霧
鐘
量
8
に
豊
脚
鮨
な
る
と
も
、
海
の
支
配
者
を
読

得
ぜ
す
ば
，
何
慮
に
そ
れ
を
費
さ
ば
く
で
あ
ら
う
。
ま
た
も
し
あ

る
闘
に
し
て
鐵
Q
Q
箆
α
δ
ω
、
或
は
銅
Ω
乾
ぎ
の
、
或
は
量
目
げ
。
コ
に

豊
冨
な
る
と
も
、
海
の
支
配
者
を
読
得
せ
す
ば
、
何
慮
に
そ
れ
を
費

さ
ば
く
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
事
蟹
、
私
も
亦
こ
れ
等
よ
り
般
を

も
ち
、
此
（
國
）
よ
り
木
材
を
、
他
（
の
國
）
よ
り
鐵
を
、
ま
た
他
よ

り
銅
を
、
ま
た
他
よ
の
鷹
を
，
ま
た
他
よ
り
翌
晩
騨
8
を
（
得
て

み
る
）
。
（
第
十
二
笛
）
加
之
、
彼
等
が
わ
れ
く
の
敵
》
忌
窟
互

で
あ
る
場
合
に
は
、
彼
等
は
他
の
何
鷹
へ
も
蓮
熱
す
る
を
許
さ
れ

す
，
或
は
海
へ
交
通
さ
れ
な
い
．
而
し
て
私
は
海
に
よ
っ
て
、
聯

か
も
画
す
る
こ
と
な
し
に
他
の
（
鼻
嵐
す
る
）
あ
ら
ゆ
る
物
を
持
つ

が
、
（
他
の
）
何
れ
の
國
と
い
へ
ど
も
こ
れ
等
の
内
の
二
つ
を
持
つ

も
の
は
な
い
。
何
れ
の
國
に
も
太
材
と
簸
と
は
（
同
時
に
）
存
在
す

る
こ
と
な
く
、
臓
に
寄
寓
な
る
腱
は
李
坦
な
る
土
地
に
し
て
、
木

材
に
乏
し
い
。
銅
と
鐵
と
が
同
一
闘
家
よ
り
産
喫
す
る
こ
と
も
な

げ
れ
ば
、
ま
た
他
の
二
方
は
三
が
一
笑
家
よ
り
産
出
す
る
こ
と
も

な
く
、
（
必
ず
ご
つ
は
此
慮
、
一
つ
は
彼
虚
よ
り
（
産
出
す
る
）
o

（
第
＋
三
簸
）
加
之
、
何
れ
の
大
睦
轡
。
凶
霧
に
接
近
し
た
る
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に
し
ろ
、
も
し
突
出
せ
る
悔
岸
〉
疑
α
℃
3
⇒
o
ぎ
郎
鐙
、
或
は
摩
近

き
嶋
乞
α
。
。
o
ω
男
δ
冨
ぎ
窪
0
1
昌
或
は
地
峡
ω
8
ご
。
℃
霞
。
昌
が
あ
れ

ば
こ
れ
に
よ
っ
て
海
の
支
配
者
は
此
虚
に
碇
泊
し
て
．
大
陸
の
上

灘
O
幹
。
コ
暮
。
剛
を
脅
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
第
十
四
節
）
し
か
し
（
た
だ
）
一
つ
を
訣
い
て
る
る
。
な
ぜ
な
れ

ば
ア
テ
ナ
イ
人
に
し
て
、
も
し
嶋
に
往
々
し
て
、
海
の
征
服
者
た

り
せ
ば
、
随
意
に
爾
害
図
無
α
ω
を
加
へ
に
（
他
に
）
近
寄
れ
る
し
、

彼
が
海
を
支
配
す
る
限
り
は
、
（
自
ら
は
）
何
等
損
害
を
蒙
る
こ
と

も
な
く
，
彼
自
身
の
韓
土
が
却
掠
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
敵

を
憂
ふ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
か
ら
。
し
か
し
現
在
に
あ
っ
て
は

ア
テ
ナ
イ
入
の
内
農
民
O
⑦
α
お
。
臣
窪
及
び
富
者
は
敵
を
甚
だ
恐

縮
す
る
，
し
か
し
民
衆
は
彼
等
（
敵
）
が
彼
等
（
民
衆
）
の
何
物
を
も

焼
棄
せ
す
、
ま
た
劫
掠
せ
ざ
る
こ
と
を
熟
知
す
る
が
故
に
、
安
堵

し
て
生
活
し
、
且
つ
彼
等
（
敵
）
を
恐
れ
な
い
。
（
第
十
五
笛
）
加
之

彼
等
に
し
て
、
も
し
嶋
に
佳
居
し
た
な
ら
ば
，
爾
ほ
一
つ
の
恐
怖

よ
り
も
亦
、
発
れ
た
で
あ
ら
う
、
（
邸
ち
）
そ
の
貧
家
が
少
二
者
（
貴

族
）
Ω
お
9
に
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
、
都
門
男
9
α
が
開
放
さ
れ
、

敵
に
参
入
さ
れ
る
こ
と
は
濾
し
て
な
い
。
一
な
ぜ
な
れ
ば
，
彼

　
　
　
　
　
傳
〃
セ
ノ
ポ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
園
家
（
下
）
（
村
田
）

等
に
し
て
、
も
し
嶋
に
住
居
し
九
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
こ
れ
等

が
起
り
得
る
で
あ
ら
う
か
一
ま
た
彼
等
に
し
て
、
も
し
嶋
に
住

居
し
た
な
ら
ば
、
彼
等
（
憶
説
者
）
は
賊
し
て
民
衆
に
鋤
し
て
叛
逆

し
な
い
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
れ
ば
，
現
在
も
し
彼
等
が
叛
逆
す
れ

ば
、
彼
等
は
敵
が
陸
上
よ
り
侵
入
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
叛
逆
す

る
で
あ
ら
う
か
ら
。
し
か
し
彼
等
に
し
て
、
も
し
鴫
に
住
居
し
た

な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
も
亦
彼
等
を
恐
怖
せ
し
め
な
か
っ
た
で
あ
ら

、
り
。

　
（
第
十
六
飾
）
然
る
に
實
際
、
彼
等
ほ
常
初
よ
の
嶋
に
住
居
す
る

の
紅
蓮
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
今
は
次
の
ご
と
く
し
て
居
る
。

先
づ
彼
等
は
そ
の
海
上
支
配
を
確
信
し
て
、
己
の
財
産
○
鼠
簿

を
嶋
嶋
に
寄
託
し
，
ア
ツ
テ
イ
カ
鞍
骨
α
の
地
は
敵
の
掠
奪
に

委
ね
る
、
そ
れ
（
土
地
）
に
も
し
愛
着
す
れ
ば
，
｝
暦
大
な
る
利
盆

を
奪
は
れ
ん
こ
と
を
認
め
た
か
ら
。

　
（
第
＋
七
節
）
次
に
ま
た
、
塞
頭
政
治
々
下
の
全
家
に
と
り
て
は

同
盟
ω
蝦
諺
臣
臼
。
o
㌶
p
及
び
星
型
湿
。
鼻
○
ω
を
確
守
す
る
こ
と
は
必

須
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
九
も
し
そ
の
協
定
o
Q
巷
夢
0
1
溶
に
忠
實
な
ら

ざ
る
時
は
、
協
定
者
が
少
歪
な
る
が
放
に
、
不
正
を
行
．
へ
る
者
を

　
　
　
　
　
　
三
図
－
山
ハ
巷
　
　
償
躍
四
瀞
W
　
　
一
腰
五
五

（l19）



　
　
　
　
　
傳
ク
セ
ノ
ボ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
（
下
）
（
村
日
）

　
　
　
D

指
名
す
る
　
し
か
し
民
衆
の
協
定
に
か
、
る
も
の
は
、
或
も
の
に

は
、
そ
の
責
任
≧
鼠
勲
を
畏
衆
は
提
案
者
い
罐
。
馨
9
及
び
民

會
議
長
国
玄
窃
α
勺
ぼ
。
・
馨
8
の
に
餓
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
他
の

者
に
は
、
も
し
そ
の
協
議
が
多
軸
民
衆
の
中
で
論
議
さ
れ
た
の
で

な
い
限
り
、
彼
は
（
當
時
）
其
慮
に
あ
ら
す
、
ま
た
（
現
在
は
）
そ
れ

に
満
足
し
な
い
と
言
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
且
つ
こ
れ
等
が
決

議
さ
れ
た
の
で
な
い
時
は
、
彼
は
欲
せ
ざ
る
も
の
を
爲
さ
ざ
る
た

め
に
千
の
口
實
牢
。
喜
多
謹
霞
凶
鉱
を
提
示
し
た
で
あ
ら
う
。
ま

た
民
衆
が
謀
り
し
も
の
よ
り
何
等
か
の
災
害
が
生
じ
た
る
時
は
、

民
衆
は
、
少
数
の
入
会
0
8
9
誘
暮
訂
9
9
が
彼
に
反
臥
し
て
不

首
尾
を
致
し
た
と
葬
難
ず
る
。
し
か
し
何
等
か
の
利
盆
》
α
⇒
9
夢
Q
・
。

が
生
じ
た
る
時
は
，
そ
の
責
任
を
彼
自
ら
員
ふ
。

　
働
「
不
正
為
晶
川
へ
六
ろ
老
が
指
名
さ
れ
．
イ
か
か
、
又
ぽ
μ
初
助
長
者
が
少
一
数
な
み

　
れ
め
に
、
明
な
凡
て
の
人
々
に
費
任
が
あ
る
」
と
も
諜
讃
さ
れ
て
ゐ

　
　
る
。

　
（
第
十
八
節
）
爾
ほ
ま
た
、
民
衆
は
彼
自
身
が
悪
評
を
き
か
ざ
る

た
め
に
、
民
衆
を
颯
刺
し
、
ま
た
悪
口
す
る
を
許
さ
な
い
。
し
か

し
私
入
に
厚
し
て
は
凶
島
簿
、
何
人
か
を
（
誠
刺
せ
ん
と
）
欲
す
る
者

あ
る
時
は
、
こ
れ
を
奨
鋤
す
る
、
彼
は
，
誠
刺
さ
れ
る
者
は
概
ね

、

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
五
六

民
衆
、
ま
た
大
衆
型
。
簿
8
の
内
の
一
入
に
は
あ
ら
す
し
て
、

或
は
富
者
国
9
ω
凶
。
。
・
、
或
は
名
門
、
或
は
模
力
者
U
o
§
の
ヨ
窪
。
。
・

で
あ
り
、
而
し
て
貧
民
、
民
蕪
の
徒
の
内
の
少
数
も
亦
謁
刺
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
彼
等
が
勿
髄
振
り
、
ま
た
民
衆
の
中
に
て
勢
力
を

持
た
ん
と
欲
す
る
が
集
め
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
を
熟
知
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
彼
は
斯
る
人
”
存
が
調
刺
さ
れ
る
乏
も
何
等
意
に

介
し
な
い
。
（
第
十
九
節
ツ
こ
れ
よ
り
し
て
私
は
断
言
す
る
、
ア
テ

ナ
イ
の
民
衆
は
市
民
の
内
君
は
貴
族
に
し
て
、
誰
は
卒
園
な
る
か

を
識
別
す
る
と
、
彼
は
自
ら
こ
れ
を
識
別
し
、
以
て
彼
に
關
心

を
持
つ
者
及
び
役
に
立
つ
者
を
、
彼
等
が
李
民
で
あ
る
な
ら
ば
、

之
を
愛
す
る
、
し
か
し
彼
は
貴
族
を
む
し
ろ
憎
悪
す
る
。
な
ぜ
な

れ
ば
、
（
民
衆
は
）
か
の
（
貴
族
の
）
才
能
≧
0
8
を
目
し
て
そ
れ

は
彼
等
（
貴
族
）
に
、
彼
ハ
民
衆
）
自
身
の
利
盆
の
た
め
に
作
ら
れ
た
・
・

と
は
考
へ
な
い
で
、
反
っ
て
災
害
の
た
め
に
（
作
ら
れ
た
と
考
へ

る
か
ら
）
之
に
反
し
て
若
干
の
者
は
事
實
畏
衆
に
属
し
て
居
り
な

が
ら
、
そ
の
出
生
に
お
い
て
民
窯
で
は
な
い
者
が
あ
る
。

・
（
第
二
十
節
）
し
か
し
私
と
い
へ
ど
も
、
民
圭
政
治
と
民
衆
自
身

の
た
め
に
は
寛
恕
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
我
が
身
を

（120）



憲
ば
す
こ
と
は
何
人
に
も
許
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
民

衆
に
幡
せ
す
し
て
、
寡
頭
政
治
々
下
（
の
國
家
）
よ
り
も
寧
ろ
民
主
「

政
治
々
下
の
國
家
に
住
ま
は
ん
こ
と
を
好
む
も
の
は
．
不
正
を
行

は
ん
と
企
て
る
者
で
あ
る
。
且
つ
私
は
、
寡
頭
政
治
々
下
（
の
國

家
）
に
お
け
る
よ
り
も
寧
ろ
民
圭
政
治
々
下
の
國
家
に
は
一
暦
多

く
の
害
悪
囚
磐
α
ω
が
懸
さ
れ
て
る
る
こ
と
を
、
認
め
る
も
の
で

あ
る
。

第
　
三
　
章

第
一
節
－
九
七
　
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
ろ
判
決
澁
滞
の
理
由
。

第
十
、
十
一
節
　
ア
テ
ナ
イ
人
当
常
に
他
醐
の
民
主
派
に
好
意
た
寄
す
。

第
＋
二
、
十
三
節
市
民
権
伽
奪
に
幸
し
。

　
（
第
一
節
）
さ
て
ス
テ
ナ
イ
入
の
町
家
に
組
し
て
も
亦
，
私
は
そ

の
形
態
に
賛
意
を
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
（
一
度
）
彼
等
が

民
主
的
た
る
べ
く
決
定
し
た
る
後
は
、
彼
等
は
私
が
上
県
し
來
つ

た
方
法
を
以
て
民
主
政
治
を
維
持
す
る
こ
と
に
，
巧
み
な
り
と
思

は
れ
る
。

　
次
に
ま
た
私
は
，
異
る
者
が
ア
テ
ナ
イ
人
を
か
く
批
難
す
る
の

　
　
　
　
　
傳
ク
セ
ノ
ポ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
入
の
國
家
（
下
）
（
村
田
）

を
見
る
、
郎
ち
そ
こ
に
お
い
て
は
長
老
會
b
ゴ
○
色
α
及
び
民
衆
が
、

時
と
し
て
一
年
も
（
そ
の
事
に
）
費
し
て
み
る
人
々
に
も
（
爾
ほ
）
裁

決
を
し
な
い
と
、
「
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
か
か
る
現
象
は
他
な
し
一

に
政
務
℃
缶
σ
q
9
讐
p
の
山
積
の
た
め
に
し
て
、
た
め
に
凡
て
を
決

裁
し
て
片
づ
け
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
第
二
節
）
（
出
刃
な
い
の
も
無
理
は
な
い
）
、
な
ぜ
な
れ
ば
，
先
。

づ
第
帰
に
、
彼
等
は
ギ
リ
シ
ア
の
何
れ
の
都
市
よ
り
も
多
く
の
祭

典
を
畢
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
－
1
一
こ
れ
等
（
祭
典
）
の
期
間

中
に
何
人
も
國
家
の
こ
と
を
虎
理
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
で
き
な
い

ー
ー
し
か
も
叉
、
層
彼
等
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
よ
つ
て
も
決
定
し
得

な
い
程
に
多
く
の
告
嚢
b
蒙
、
癸
訴
○
影
響
α
、
會
計
報
告
書

国
馨
ぎ
冨
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ
而
も
長
老
會
は
幾
度

．
と
な
く
戦
雫
に
關
し
て
、
幾
度
と
な
く
金
銭
の
孜
入
に
蘭
し
、
幾
度

と
な
く
立
法
に
卑
し
、
ま
た
幾
度
と
な
く
國
家
に
差
し
て
常
に
生

す
る
種
々
の
事
に
つ
い
て
、
ま
た
幾
度
と
な
く
同
盟
國
に
挺
し
、

ま
た
献
金
の
受
領
，
ま
た
造
船
所
窯
①
創
§
、
玉
殿
の
管
理
に
關

し
て
、
評
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
漸
く
多
く
の

政
務
を
控
へ
て
、
凡
て
の
人
々
に
決
裁
を
下
し
得
な
い
、
．
Σ
は
｝

　
　
　
　
　
　
　
静
塑
十
一
ハ
巷
　

第
四
鵜
｝
　
　
山
登
論
理

（　121　）



、臨

　
　
　
　
　
　
傳
グ
セ
ノ
．
瀞
ン
、
ア
テ
ナ
イ
入
の
鱒
家
（
下
）
（
村
団
）

艦
驚
く
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
（
第
三
節
）
し
か
し
あ
る
者
は
曰
く
、
何
入
た
り
と
も
長
老
會
、
或

は
民
衆
に
貨
幣
〉
薩
三
9
μ
を
購
る
な
ら
ば
、
決
裁
を
與
へ
ら
れ

る
と
。
私
と
し
て
も
之
を
承
認
す
る
、
強
ち
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て

は
金
鑓
に
よ
つ
て
（
決
裁
に
癒
す
る
）
多
く
の
も
の
が
燧
行
さ
れ
、

ま
た
も
し
更
に
多
量
（
の
入
）
が
貨
幣
を
提
供
す
れ
ば
、
一
三
多
く

の
も
の
が
逡
行
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に

多
く
の
金
貨
Ω
話
ψ
…
8
、
銀
貨
≧
陰
ユ
。
⇒
を
何
人
が
彼
等
に
提

供
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
國
家
が
凡
て
の
講
鳴
す
る
者

に
鮒
し
て
、
満
足
を
與
へ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
私
は
充
分
に

理
解
す
る
。
（
第
四
館
）
彼
は
ま
た
次
の
こ
と
を
判
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
郎
ち
何
人
か
が
彼
の
船
累
⇔
器
を
整
へ
ざ
る
時
、
或

は
何
人
か
が
國
有
地
U
α
ヨ
。
も
。
δ
駿
に
建
築
す
る
時
で
あ
る
。
更
に

ま
た
、
三
年
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
U
巨
琶
p
ω
、
タ
ル
グ
リ
ア
、

日
長
円
σ
Q
Φ
夢
②
、
パ
ン
ア
テ
ナ
イ
ァ
噂
9
つ
註
篇
σ
鉱
餌
③
、
プ
ロ
メ

テ
イ
ア
中
9
謹
ひ
。
罫
ω
、
及
び
ヘ
パ
ィ
ス
テ
ィ
ア
踏
。
囲
）
ぎ
窓
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

⑤
の
た
め
に
コ
レ
ー
ゴ
ス
（
の
引
受
）
⑥
に
恥
し
て
刹
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
・
ま
た
舞
ト
ゥ
，
壬
フ
ル
。
。
醤
頁
隻
の
鷲
）

　
　
　
　
　
　
　
餓
浬
十
轟
葛
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
点
ハ
五
入

を
用
意
し
’
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
希
望
す
る
者
を
侮
年
構
決
し
、
更

に
大
官
を
審
査
、
判
決
し
、
逡
狐
9
喜
三
塁
を
審
査
し
⑦
、

囚
人
の
監
覗
人
（
獄
吏
）
℃
竃
舞
舞
】
）
。
の
§
q
δ
回
μ
を
任
命
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
等
も
亦
憾
年
の
こ
と
で
あ
る
。
（
第
五
籠
）

し
か
も
そ
れ
（
長
老
會
）
は
時
と
し
て
は
軍
隊
の
央
敗
に
關
し
て
、

．
ま
た
そ
の
他
の
誰
か
が
突
獲
的
に
犯
行
》
舞
δ
ヨ
曽
㌘
行
へ
る
時

（
例
へ
ば
）
彼
が
工
木
強
の
寸
心
虞
甥
σ
誌
。
謄
ヨ
”
を
行
っ
た
り
，
或
は
漬

紳
の
行
爲
あ
り
し
時
は
、
彼
を
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

は
ま
た
實
に
多
く
の
こ
と
（
場
合
）
を
省
略
し
て
み
る
。
し
か
し
献

金
の
決
定
を
除
き
て
は
最
も
重
要
な
る
も
の
は
（
悉
く
）
語
ら
れ
て

み
る
，
そ
れ
（
献
金
の
決
定
）
は
概
ね
五
年
毎
に
行
は
れ
る
。

α〈L））

雷
ふ
迄
も
な
く
デ
イ
ナ
ニ
ユ
ソ
ス
U
ざ
コ
蕊
。
船
の
祭
に
し
て
ア
テ

ナ
イ
に
お
い
て
に
五
世
紀
以
來
行
に
れ
、
ア
ソ
テ
イ
カ
の
第
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ラ
ペ
バ
リ
ナ
ン
鰻
壱
ぎ
び
蟄
§
（
三
、
四
月
頃
）
の
九
a
よ
り

十
三
欝
に
瞑
り
、
ア
〃
コ
ン
が
主
宰
す
る
O

ア
潔
ロ
ン
と
ア
彪
テ
ミ
ス
・
〉
二
〇
§
ジ
と
の
祭
に
し
て
、
タ
ツ
ゲ

リ
オ
ン
の
月
、
即
ち
纂
＋
一
月
（
五
、
六
乃
頃
）
に
行
に
れ
る
・
合

唱
園
に
「
デ
イ
ナ
ニ
ユ
シ
ア
祭
に
て
に
大
人
、
小
人
（
の
合
唱
圃
）

と
及
び
喜
劇
に
野
す
ろ
瓢
ソ
ゴ
イ
為
、
叉
タ
ル
ゲ
サ
ア
祭
に
て
に

大
人
、
小
人
の
…
…
…
デ
イ
ナ
エ
ユ
シ
ァ
祭
に
て
は
部
族
毎
に
、

（122）



（3）（4）〈5）（6）

タ
〃
ヂ
”
ア
祭
に
お
い
て
ば
二
部
族
毎
に
一
つ
の
コ
レ
ゴ
イ
が
あ

り
」
原
随
幽
謬
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
テ
ナ
ノ
・
人
の
…
國
家
、
第

五
十
山
ハ
音
ご
ご
飾
叩
O

ア
テ
ナ
イ
最
大
の
祭
に
て
小
祭
ば
毎
年
に
、
五
年
目
毎
に
大
祭
し

愚
説
に
て
に
ア
テ
ナ
の
生
れ
し
臼
と
さ
れ
る
第
一
月
ヘ
カ
ト
ン
バ

イ
す
ン
這
聾
無
◎
重
げ
a
O
昌
の
月
（
七
、
八
月
碩
）
の
終
り
の
三
a
よ

り
行
に
れ
る
、
テ
セ
ウ
ス
が
全
ア
テ
ナ
イ
部
族
の
祭
典
と
し
六
と

傳
へ
ら
れ
、
有
名
な
パ
ン
ア
テ
ナ
イ
ア
の
行
列
、
音
樂
、
齢
育
、

戦
車
の
競
技
が
行
れ
六
〇

プ
ゴ
メ
テ
ウ
ス
　
℃
き
ヨ
。
昏
。
蕊
　
の
た
め
に
、
ア
パ
塾
ウ
ル
ニ
ア

ト
眉
p
8
∬
旨
冒
の
祭
に
引
績
き
行
1
1
れ
、
松
明
競
争
が
盛
・
ん
に
行

に
れ
る
。
月
に
錐
四
目
プ
ユ
ア
ノ
ブ
シ
オ
ン
空
碧
。
冨
9
（
十
、

十
一
月
頃
）
だ
が
、
日
に
不
明
。

ヘ
バ
イ
ス
事
ス
謡
碧
夢
翼
8
の
六
め
の
祭
に
し
て
、
盛
ん
な
松

朋
競
雫
が
行
に
れ
、
大
駆
第
四
月
プ
ユ
ア
ノ
ブ
シ
オ
ン
の
二
十
八

n
口
。

課
ぜ
ら
れ
唱
穴
レ
イ
｝
ウ
ル
ギ
ァ
（
第
一
章
十
三
節
註
｛
参
照
）
が
過
霊

な
り
と
思
ふ
者
に
、
代
人
の
任
命
「
た
要
求
す
る
の
で
、
そ
の
…
冨
否
な

決
す
る
こ
と
で
あ
ろ
◎
　
コ
レ
ゴ
ス
、
㍗
ウ
サ
エ
ラ
ル
コ
ス
の
ご
と

・
き
多
額
の
繊
費
た
直
す
る
レ
イ
ト
ウ
〃
ギ
ア
に
お
い
て
に
か
、
ろ

抗
議
ば
屡
々
で
あ
っ
六
、
合
唱
國
に
關
し
「
悲
劇
に
封
ず
る
コ
レ

ゴ
ス
と
し
て
』
全
ア
テ
ナ
イ
人
絹
か
ら
最
も
酒
量
な
る
三
人
為
お

く
。
著
に
寓
蘭
に
も
五
人
（
の
コ
レ
ゴ
イ
）
な
お
い
カ
が
今
は
部
族

　
　
傳
ク
宅
ノ
ボ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
綱
家
（
下
）
（
村
田
）

　
　
　
が
二
等
に
コ
レ
ゴ
イ
な
提
供
す
ろ
。
」
ア
”
ス
レ
テ
レ
ス
、
ア
テ
ナ

　
　
　
イ
人
の
國
家
、
第
五
十
六
章
、
三
節
。

　
（
第
六
節
）
次
に
進
ま
う
。
然
ら
ば
一
新
そ
れ
（
長
老
會
）
が
萬
墓
・

を
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
考
ふ
べ
き
で
は
な
い
か
、
あ
る
者

は
そ
れ
に
よ
っ
て
（
怪
事
が
）
決
定
さ
る
べ
き
に
あ
ら
す
と
言
ふ
。

し
か
し
萬
事
が
決
定
さ
る
べ
き
こ
と
を
認
容
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
年
中
（
常
に
）
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
年
中
判
決
し
て
居
り
な
が

ら
、
入
間
の
多
数
の
た
め
に
、
犯
罪
を
根
絶
す
る
迄
に
到
り
得
な

い
が
。
（
第
七
節
）
さ
て
次
に
、
ま
た
他
の
あ
る
者
は
、
裁
制
は
行

は
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
更
に
少
数
（
の
裁
判
宮
）
に
よ
っ
て
裁
判
さ

る
べ
き
で
あ
る
と
革
張
す
る
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
、
も
し
少
撒
の

法
廷
∪
算
⇔
ω
黄
冨
が
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
謝
々
の
法
廷
に
は

少
撒
の
人
々
が
出
席
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
少
撒
の
裁
判
官

U
㎞
冨
ω
籏
。
。
の
故
に
裁
判
す
る
こ
と
と
ま
た
贈
…
私
す
る
こ
と
は
容

易
な
ら
ん
あ
、
正
し
く
制
決
す
る
こ
と
は
一
斗
容
易
で
あ
ら
う
。

　
（
第
八
節
）
加
之
、
ア
テ
ナ
イ
人
は
ま
た
祭
典
を
も
爆
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
す
、
そ
の
期
間
中
は
裁
判
を
行
ひ
得
ざ
る
こ
と
を
想
ひ

起
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
彼
等
は
他
（
の
都
市
）
に
倍
す
る
祭

　
　
　
　
　
　
　
餓
浬
十
山
ハ
巻
　

第
四
號
　
　
　
⊥
ハ
五
九
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傳
〃
セ
ノ
鍵
ン
、
．
ア
デ
ナ
イ
人
の
風
家
（
下
）
（
粒
母
）

典
を
行
ふ
、
尤
も
私
は
最
少
に
行
ふ
都
市
と
比
較
す
る
の
で
あ
る

が
。
從
っ
て
、
私
も
か
か
る
事
態
の
下
に
あ
っ
て
は
、
漸
次
に
或

も
の
を
排
除
し
た
り
、
或
も
の
を
補
充
し
た
り
す
る
こ
と
以
外
に
、

ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
政
務
を
そ
れ
等
の
早
歌
と
は
異
る
歌
態
に
あ

ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
確
言
す
る
者
で
は
な
い
。
し
か
し
帰

島
政
治
を
慶
棄
せ
ざ
ら
ん
た
め
に
は
、
多
く
の
も
の
を
憂
革
す
べ

き
で
な
い
。
（
第
九
節
）
か
く
て
國
家
を
改
善
せ
ん
と
す
れ
ば
、
多

く
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
民
主
攻
治

を
保
持
せ
ん
た
め
に
國
政
を
改
善
す
る
が
ご
と
き
も
の
を
（
方
法
）

を
＋
分
に
見
出
す
こ
と
は
、
上
領
せ
る
ご
と
く
漸
次
に
或
も
の
を

補
充
し
、
或
も
の
を
排
除
す
る
以
外
に
は
容
易
で
な
い
。

　
（
第
十
僚
）
と
こ
ろ
で
。
窯
堕
す
る
三
家
に
お
い
て
彼
等
が
下
乱

民
0
7
冴
Ω
に
加
堰
す
る
こ
と
は
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
考
慮
よ
ろ
し

轡
を
得
な
い
と
私
に
は
思
へ
る
。
し
か
し
彼
等
は
故
意
に
之
を
行

ふ
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
彼
等
が
も
し
貴
族
階
級
に
四
十
し
た
と
す
れ

ば
、
彼
等
は
彼
等
自
身
と
考
を
同
じ
く
す
る
者
に
加
婚
し
な
か
っ

た
こ
と
と
な
る
か
ら
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
何
れ
の
國
家
に
あ
っ
て
も

貴
族
階
級
は
民
衆
に
封
し
て
好
意
を
持
た
す
、
ま
た
何
れ
の
國
家

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
四
號
　
　
　
六
六
◎

に
あ
っ
て
も
賎
民
日
。
凶
醇
弦
§
は
民
衆
に
好
意
を
持
つ
も
の

で
あ
る
か
ら
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
同
種
な
る
も
の
は
輝
北
な
る
も
の

に
好
意
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
故
に
ア
テ
ナ
イ
入
は
彼

等
と
類
似
な
る
も
の
に
加
重
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
第
十
一
節
）
し
か
し
し
ば
し
ば
彼
等
は
貴
族
階
級
に
加
懸
せ
ん

と
企
て
た
。
（
し
か
し
そ
れ
は
）
彼
等
に
夷
講
を
鷹
さ
な
か
っ
た
。

の
み
な
ら
す
，
ボ
イ
オ
ー
テ
イ
ア
し
d
9
α
薮
の
民
衆
は
、
少
時
に

し
て
奴
隷
に
な
っ
た
。
そ
の
他
、
●
ミ
レ
ー
ト
ス
人
口
。
ッ
巨
α
ω
瞬
9

の
場
合
は
、
彼
等
（
ア
テ
ナ
イ
入
）
は
そ
の
貴
族
階
級
に
加
引
し
た

が
、
彼
等
（
貴
族
階
級
）
は
少
時
に
し
て
背
反
し
、
そ
の
民
衆
を
打

倒
し
た
。
そ
の
他
、
彼
等
は
メ
ヅ
セ
ー
ニ
ァ
灰
嵐
⑦
。
・
給
鉱
8
に
蜀

し
て
ラ
ク
グ
イ
モ
ニ
ァ
人
ピ
算
Φ
量
巨
。
巳
8
に
加
罪
し
た
が
、

少
時
に
し
て
ラ
ク
ダ
イ
モ
ニ
ァ
入
は
メ
ツ
セ
ー
ニ
ア
人
を
座
伏
し

ア
テ
ナ
イ
人
に
饗
し
戦
を
開
い
た
。

　
（
第
十
二
節
）
と
こ
ろ
で
あ
る
者
は
か
く
抗
帰
す
る
で
あ
ら
う
、

ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
は
不
當
に
市
民
構
を
劇
奪
さ
れ
た
者
は
、
一

入
も
な
い
と
。
し
か
し
私
は
か
く
断
言
す
る
に
揮
ら
な
い
、
不
當

に
布
群
棲
を
割
奪
さ
れ
た
者
は
あ
る
、
そ
れ
は
少
撒
二
三
の
者
で

（　124　）



は
あ
る
が
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
民
主
政
治

に
批
難
が
加
へ
ら
る
る
は
少
撒
の
故
で
は
な
い
。
か
く
て
何
人
か

正
當
に
市
民
椹
を
創
奪
さ
れ
た
者
を
で
は
な
く
し
て
、
何
人
か
不
．

當
に
（
削
奪
さ
れ
た
者
）
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
。

　
（
第
十
三
節
）
し
か
し
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
多
数
の
者
が
不
當

に
市
畏
模
を
創
奪
さ
れ
た
と
は
、
い
か
に
し
て
誰
か
信
じ
得
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

う
。
大
官
（
職
）
を
執
り
、
不
當
な
る
職
模
行
使
、
不
常
な
る
言
論

不
當
な
る
行
爲
。
こ
れ
等
（
の
理
由
）
よ
り
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
に
お

い
て
市
民
礎
を
劇
奪
す
る
の
は
民
衆
で
あ
る
の
だ
か
ら
こ
の
こ
と

を
考
量
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
は
何
等
布
民
梅
創
奪
に
つ
い

て
の
恐
れ
は
、
行
は
れ
て
る
な
い
と
、
考
ふ
べ
き
で
あ
る
“

（　125　）

傳
ク
セ
ノ
ポ
ン
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
國
家
（
下
）
（
村
田
）

第
十
六
谷
　
第
四
號
　
　
六
山
2


